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1 はじめに

冠詞誤りは英語学習者が犯す文法誤りの中でも高

い割合を占めている．冠詞誤りを含む限定詞誤りは，

HOO20121 で評価コーパスとして用いられた Cam-

bridge Learner Corpusでは全ての誤りの 11.7％を占

め [6] ，CoNLL2013 Shared Task2で評価コーパスと

して用いられた NUS Corpus of Learner English [2]

では 12.9％を占めている．

冠詞には不定冠詞 “a” (“an”), 定冠詞 “the”, 無冠

詞 3がある．定冠詞は聞き手，読み手が名詞の指示対

象を同定可能であるときに使用され，不定冠詞は聞き

手，読み手が名詞の指示対象を同定可能でないことを

前提に使用される．

Halliday and Hasan [4] は指示対象を同定するため

の手がかりが文章外の状況であるのか，それとも文中

に存在するかによって，“the”の用法を外界照応とテ

キスト内照応に分類した．さらに，テキスト内照応を

指示対象の同定のための手がかりが先行するテキスト

内にあるか，それとも後ろにあるかによって，前方照

応，後方照応に分類している．

外界照応の用法においては，（１）ある特定の個体や

部分集合が指示されており，その個体や部分集合が特

定の状況において同定可能（２）指示対象が言語外の

根拠によって状況によらず同定可能，という基準のい

ずれかによって指示対象が同定可能である．例えば下

の例文は（２）の場合であり，世界 (world) は１つ

しか存在しないという知識により同定可能である．

There are millions of doctors all over the

world...

1http://clt.mq.edu.au/research/projects/hoo/hoo2012
2http://www.comp.nus.edu.sg/ñlp/conll13st.html
3本研究では，名詞の主辞に冠詞が付かない場合を無冠詞と呼び，

便宜上冠詞に無冠詞を含める．

後方照応の用法 4“the”は，名詞句の主辞の指示対

象がその修飾語によって同定可能であることを示す．

以下の例の “productivity”は “of”以下の句によって

限定されていることで同定が可能である．

... increase the productivity of the corpora-

tion ...

前方照応の用法においては，前に出てきたものに対

してもう一度言及するときに “the”が使われる．この

とき，指示対象は先行詞と同じものを指すとは限らな

い．同じである場合は，同じ単語や同義語，類義語に

よって，また違うものである場合は，常識を用いて先

行詞との照応関係を推測することができるような表現

によって照応がなされる．これは橋渡し指示 (bridging

reference) と呼ばれる．

(1) ... there is a risk of causing harm ... people still

prefer to bear the risk ...

(2) ... his location ... other auto-tracking devices

to find the place ...

(3) ... in school ... This can protect the students

(1)，(2) の例では，“the”が付属する表現は前の表現

と同じ対象を指示している．(1) の例では同じ単語，

(2) の例では同義語によって照応がされている．また

(3) は橋渡し指示の例である．

英語の冠詞訂正の先行研究では，冠詞やその主辞と

なる名詞の周辺の単語やそれらと依存構造木上で近く

にある単語といった局所的な情報を手がかりに訂正が

行われてきた．外界照応ではその名詞の主辞の性質が，

また後方照応では “the”に後続する単語が手がかりと

なるため，そのような局所的な情報を用いることで基

本的に対処が可能だと考えられる．しかし，前方照応

4ここでは文献 [4]にならい後方照応を構造上のものに限定した
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では先行詞が先行する文や，同じ文中でも離れた場所

にあることが多いため，そのような局所的な情報のみ

では十分に対処できない．

そこで，本研究では共参照解析，照応解析の分野で

用いられてきた手がかりを用いることで，前方文脈を

考慮しつつ冠詞の訂正を行う．

2 関連研究

英語の冠詞誤り訂正の先行研究では，分類器を用い

た手法 [3] ，統計的機械翻訳を用いた手法 [8] などが

提案されてきた．分類器ベースの手法では，冠詞訂正

を無冠詞，不定冠詞，定冠詞の３クラスへの分類問題

として扱い，分類結果を訂正として提示する．素性に

は窓を限定した局所素性，依存構造木素性などが用い

られる．統計的機械翻訳を用いた手法では，誤り文か

ら正しい文へ翻訳することで訂正を行う．この際，手

がかりとしては単語の表層が用いられることが多い．

本研究と類似した研究に竹内ら [12]がある．彼らは，

定冠詞の前方照応用法を考慮した冠詞予測手法を提案

し，ネイティブコーパスにおいて冠詞が theかそれ以

外かを推定する実験を行っている．彼らの手法では，

冠詞を推定する際に前方文脈に出現する名詞を手がか

りとして用いる．その際に，全ての名詞を用いるので

はなく，対象名詞と共起するときに対象名詞に theが

付く確率が高いもののリストをあらかじめ作成しそこ

に含まれるもののみを用いている．

本研究においては，前方照応の用法の考慮のために

共参照解析や照応解析の分野で用いられる手がかりを

導入する．共参照解析は同じ指示対象を指す表現を同

定するタスクである．共参照解析においては，２つの

表現の主辞の表層形が同じかどうかを示す手がかりが

用いられるほか，同義語，上位語といった単語間の関

係に関する情報を得るために，WordNet5，YAGO6と

いった知識ベースが用いられている [11]．照応解析に

おいては，共参照関係に限らず，広く前方照応の関係

にある名詞句の同定が目標とされる．部分全体関係，

上位下位関係を持つような単語は照応関係を取りやす

いためこうした単語同士の語彙的な関係の獲得を目的

としてA of Bのようなパターンが用いられる [10] [5]

．本研究では上で挙げたものに類似した手がかりを用

いる．

5http://wordnet.princeton.edu
6http://www.mpi-inf.mpg.de/yago-naga/yago

3 定冠詞の前方照応用法を考慮した

冠詞誤り訂正

本研究では，名詞句の主辞となる名詞を対象として，

それに付くべき冠詞を分類器によって決定することで

訂正を行う．分類のクラスとしては，無冠詞，不定冠

詞，定冠詞の３クラスを考える．提案手法では前方照

応の用法に対処するために，照応関係を反映した素性

（照応素性） を導入する．以下では本研究で新たに用

いる素性について説明する．ここで用いる例文は全て

NUCLEで見られた学習者の書いた文であり．また抽

出する素性を例文の下に示した．7

3.1 単語の原形の一致

先行する文章内に，訂正対象の名詞と同じ原形を持

つ単語があれば，その単語の原形を素性として用いる．

これにより同じ単語による照応を考慮する．

... surveillance technology1 violates the right since

it leaks people’s information without getting their

permission. When *the technology2 is not so well

developed ...

−→technology1 anaphora lemma

3.2 WordNetの同義語，下位語

WordNetは大規模な語彙データベースであり，各

単語がそれの表す概念によって Synsetというグルー

プに分類されている．また，異なる Synsetは互いに，

意味的または語彙的な観点から関連付けられており，

上位下位や部分全体の関係にある単語の情報を取得す

ることができる．

ここでは，先行する文章内に，訂正対象の名詞と同

じ Synsetに属する単語，もしくは距離が２階層以内

の下位語があれば，その単語の原形と対象の名詞の原

形の対を素性として用いる．これにより同義語，上位

語による照応を考慮する．

.. many of the cell phone are equipped with GPS

which means that owners can find *the device’s

location...

−→phone device anaphora WordNet

7訂正対象の名詞句の主辞には*で印を付けた．また，冠詞の訂
正が必要な箇所には訂正前と訂正後を示した．
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3.3 ConceptNet5の関連語

ConceptNet5 [7] は人間の知識全般，またそれらの

自然言語による表現を記述する大規模な意味グラフ

である．単語や短いフレーズが，語彙的な関係だけで

はなく，常識的な関係によって関連付けられており，

WordNetからは取得できないような情報を利用する

ことができる．以下に例を挙げる．

learn−→ MotivatedByGoal −→ knowledge

school−→ Related −→ student

ここでは，先行する文章内に，訂正対象の名詞との

間に ConceptNet5のグラフにおいて辺が存在する単

語があれば，その単語の原形と対象の名詞の原形の対

を素性として用いる．これにより同義語，上位語，ま

た橋渡し指示による照応を考慮する．

.... For example, intruders can be detected if there

are any in schools or offices. This can protect *stu-

dents from being in a dangerous situation, ...

−→student school anaphora conceptNet

訂正 [students →the students]

3.4 A of Bパターン

全体部分関係にあるような単語同士は照応関係を取

りやすい．この関係にある単語を手がかりとして用い

るために A of Bのパターンを用いる．

ネイティブコーパスにおいて「名詞句 A (A) 」of

「名詞句 B (B) 」の主辞のペアに対してその頻度を求

める．分類の際は，先行する文章内に訂正対象の名詞

句を「名詞句A」としたとき，「名詞句 B」となるよう

な名詞句で，上で求めた頻度が一定以上であるものが

あれば，その主辞の対を素性として用いる．これによ

り上位語，また橋渡し指示による照応を考慮する．

Apart from preventing crime and terrorism, RFID

can also be used as an evidence or alibi to help deter-

mine whether *the suspect is the criminal or not.

−→crime suspect anaphora AofB

4 実験設定

訂正の対象としては，主辞が所有格に修飾されるも

の，冠詞以外の限定詞に修飾されるものを除く名詞句

を扱った．照応素性の抽出の対象は訂正対象の名詞句

と同じ文中で訂正対象より前にある名詞及びその文

の前の５文中の全ての名詞とした．これは，文献 [5]

において名詞句の先行詞のうち 81％が前の５文以内

に存在すると報告されていることを参考とした．ベー

スラインの素性としては窓を限定した局所素性と依

存構造木素性を用いた．窓を限定した局所素性として

は，名詞句の主辞の後ろの窓幅 3の中の単語の表層の

1,2,3-gram，及び名詞句に冠詞が付いている場合は冠

詞の前後の２単語，冠詞が無い場合は冠詞が挿入され

うる位置を中心とした窓幅 4 の中の単語の表層形の

1,2,3-gram を用いた．依存構造木素性は名詞の主辞

と依存構造木上の距離が２以内にある単語及びそれら

の間の辺の依存構造木のラベルを用いた．また，ネイ

ティブコーパスで訓練を行うためテストの際も元の冠

詞の情報は用いなかった．提案手法ではこれらの素性

に加えて，前節で説明した素性を用いた．

訓練コーパスにはWikipedia8 を用いた．Wikipedia

は 2013年 9月 4日のダンプから取得した名詞句２千

万個を用いた．評価は CoNLL2013 Shared Task の

評価に用いられた NUCLE2.3.1の 1381文と Konan-

JIEM Corpus 第３版 (KJ) [9] の 2414 文で行った．

WordNet は version 3.0 を用いた．A of B パターン

はGigaword Corpus version 5の AFP, APW, NYT9

とWikipediaの上記と同じものにおける頻度が合計で

５以上のもの 474083個を用いた．依存構造解析には

Stanford CoreNLP v3.2.010を用いた．この際依存構

造木の表現としては，Basic Typed Dependencyを用

いた．また，分類器には最大エントロピーモデルを用

い，正則化はL1正則化で行った．実装は独自のものを

用いた．評価尺度にはMaxMatch [1]によるPrecision,

Recall, F-scoreを用い，実装としては，CoNLL2013

Shared Taskで配布されたm2scorerを用いた．

5 実験結果・考察

表 1はベースライン，ベースラインに原形の一致に

よる照応素性を加えたもの，全ての照応素性を加えた

もの，全ての照応素性からWordNet, ConceptNetを

除いたもの，また，A of Bパターンを除いたものの

結果をそれぞれ示している．

実験の結果，原形の一致による照応素性を加えること

により，Precision，Recallとも向上することがわかっ

た．また，全ての照応素性を用いることで更に性能の向

上が見られた．ただそこからWordNet，ConceptNet

8http://www.wikipedia.org
9LDC2011T07

10http://nlp.stanford.edu/software/corenlp.shtml
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表 1: 実験結果 （トレーニング:Wikipedia，テスト:NUCLE, KJ）
評価尺度 照応素性なし ＋原形 全て 全て −WordNet, ConceptNet 全て −A of B

Precision 34.3 34.4 34.6 34.7 33.8

Recall 52.8 53.2 53.6 53.2 52.6

F-score 41.6 41.8 42.0 42.0 41.2

表 2: 照応素性の発火比率
素性 頻度

原形の一致 0.253

WordNet 0.446

ConceptNet 0.251

A of B 1.24

表 3: 訂正のタイプごとの TPの数
PPPPPPPPP訂正前

訂正後
無冠詞 定冠詞 不定冠詞

無冠詞
HHHHHH

88(91) 28(27)

定冠詞 211(205)
HHHHHH

16(15)

不定冠詞 21(20) 6(6)
HHHHHH

を除いても精度は変わらなかった．また，全ての照応

素性から A of Bパターンを除いたものはベースライ

ンのより性能が下がっている．表 2 は NUCLE 評価

コーパスにおける照応素性の１事例あたりの発火頻度

を示している．ここから A of Bパターンの発火比率

が他の照応素性と比べて高いことが見て取れる．表 3

は訂正のタイプごとの True Positiveの数を示してい

る．表中の左の数値が照応素性を全て用いたとき，括

弧の中の数値は照応素性を用いないときの結果を示し

ている．

今回，照応素性を加えることにより，性能の向上が

見られたが，改善は小さなものであり，十分に照応関

係を考慮できているとは言いがたい．

• For example , they may wait in a public area

and wait for ... ...this kind of agency may bring

the child to *the mountain area

上の例文では，システムは mountain area の冠詞を

誤って the と判定している．この原因として public

areaと mountain areaが照応関係にないにも関わら

ず，この２つから抽出された原形の一致素性が theに

大きい値を付けたことがある．このような例を考慮す

るためには，名詞の主辞のみを用いるのではなく，他

の素性と組み合わせて用いることが必要だと考えら

れる．

6 おわりに

本研究では，定冠詞の前方照応用法を考慮した冠詞

誤り訂正の手法を提案した．実験の結果，照応関係を

反映するための素性を加えることで，冠詞訂正の精度

が Precision，Recallともに向上することがわかった．

また大規模コーパスから獲得したパターンを用いて，

同じ単語以外による照応を考慮することにより，さら

に誤り訂正性能が向上することがわかった．
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